
重点項目 達成状況

創意工夫のある授業

B

自立と社会参加に即応した教育
活動

B

安全・安心な学校環境

B

開かれた学校

B

働き方改革の推進

B

令和２年度　県立伊奈特別支援学校 自己評価表

目指す学校像
◆生き生きと楽しく学べる学校
◆安全・安心に生活できる学校
◆信頼され開かれた学校

昨年度の成果と課題 重点目標

・自立活動の流れ図の作成と活用に関する研修を
を通して，根拠のある自立活動の指導の充実に努
めた。課題としては，自立活動の時間における指導
と密接な関係を図った各教科等の指導の充実が挙
げられる。また，ＩＣＴを活用した学習指導の一層の
充実を図るため，タブレット端末を活用した授業例
の蓄積や研修の充実が必要である。

①　客観性を伴う実態把握（アセスメント）と適切な評価
②　自立活動の目標設定におけるプロセスの可視化
③　ICT機器の効果的な活用
④　自立活動の視点を踏まえた教科指導等の一層の充実
⑤　教員のキャリアアップを図る校内研修の充実

・各種会議については，事前に議題集約をしたり，
報告時間を設定したりすることで，効率化を図ること
ができた。また，学習指導案及び教材教具等の
データベース化，校務分掌係の業務マニュアルの
整備を進めた。今後は有効活用を図りながら，より
使いやすいシステムへと改善していく。

㉑　スクールサポートスタッフの有効活用
㉒　会議の効率化や業務のスリム化等による退勤時間の厳守
㉓　教材教具等のデータベース化及び業務マニュアルの整備と有効活用

※評価基準（県教育委員会）　Ａ：十分達成できている　　Ｂ：達成できている　　Ｃ：概ね達成できている　　Ｄ：不十分である　　Ｅ：できていない

・各部の教育課程の検討や見直しをカリキュラムマ
ネジメント推進委員会を中心に行った。より一層の
系統的な学習内容の工夫や指導の改善を行って
いきたい。

⑥　学習指導要領の目標を軸にした学習指導の充実
⑦　カリキュラム・マネジメントによる教育課程の充実
⑧　児童生徒の実態及び各部の系統性を踏まえたキャリア教育の推進
⑨　小学部からの就労体験学習の確立（校外学習・ごっこ遊び～現場実習）
⑩　外部専門家による指導の改善と専門性の向上

・月1回のいじめ防止対策会議や保護者・児童生徒
のアンケートを年間5回実施し，結果内容に応じて
個別指導等を行った。また，長期欠席をしている児
童生徒に対しては，必要に応じて外部関係機関と
連携を図るなど体制が整ってきた。
・感染症対策やけが等の予防の徹底が課題であ
る。

⑪　感染症対策やけが等の未然防止及びいじめ問題や体罰のない学校づくりの推進
⑫　安全な登下校に向けた指導の充実と体制整備
⑬　各種災害や緊急時等に即応したスキルの向上
⑭　地域や関係機関と連携した防災体制の充実
⑮　食育教育の一層の充実

・地域の小中学校等への巡回相談は単発の依頼
が多いため，電話連絡やアンケート等を行い，支援
方法について検討する情報を収集していきたい。さ
らに，校内支援体制の充実や個別の教育支援計
画及び個別の指導計画の作成と活用についても支
援できるように進めていく。

⑯　インクルーシブ教育システムに向けた幼保，小，中，高等学校への支援
⑰　交流及び共同学習の積極的な実施と内容の充実
⑱　文化・スポーツにおける学校内外での活動の充実
⑲　学校教育活動の地域への公開及び情報発信
⑳　PTA活動行事の充実




























